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  いよいよ夏休みが近づいて来ました。長い夏休み…有意義に過ごしてくださいね。 

読書好きの人もそうでない人も、夏休みは本と出合う絶好のチャンスです。 

1 学期終業式の前にぜひ一度、学校図書館に来てください。きっと新たな出合いがあるはずです。 

特別貸出を行っています。この期間は通常よりたくさん貸出します。返却期限は９月１日（火）です。

この機会にぜひたくさん借りに来て下さい。 

平和のうぶごえ 

「原爆の子」として生きた８０年 

 

    早志 百合子 

スウィッシュ！ 

 

 

   藤ノ木 優 

ノアハム・ガーデンズの家 

 

 

ペネロピ・ライヴリー 

動物と仕事がしたい！ 

 

（１４歳の世渡りシリーズ） 

   

世界中で読み継がれる被爆少年少女の手記『原

爆の子』。最晩年を迎えた執筆者らが、いま伝え

たいこと。 

スウィッシュはボールがリングにまったく触れない

完璧なシュート。運動音痴のキャプテンと骨折し

た絶対的エース。ふたりの絆が奇跡を起こす。 

人類学者だった曽祖父が、ニューギニアから持ち

かえった彩色された木の板を、物置のトランクの

中から見つけたクレアは、奇妙な夢を見るように

なり…クレアの心は大きく揺らぎはじめる。 

命と向き合って働くとはどういうことか？動物のプ

ロフェッショナル１４人が自身の仕事を大公開。自

らの言葉で語っています。 

外国人のあたりまえ図鑑  

 

 

     南 龍太 

下積み図鑑 

 

 

   真山 知幸 

本でした 

 

 

又吉直樹・ヨシタケシンスケ 

午前７時の朝ごはん研究所 

 

 

   小田 真規子 

「外国人」に焦点を当てた、今までにない図鑑。

「禁句・タブー」「SNS 事情」…日本人との違いや

共通点がおもしろい。彼らの「本音」や「人間味」

が見えてくる。 

「偉人」とされるすごい人だって、初めから「有名」

だったわけではありません。諦めず夢を探して追

いかけ、自分の道を進んでいきました。 

「どんなものでも本にもどします」と看板を出した

二人の男。村人たちが「本の復元依頼シート」を

ポストに投函すると、たった一行のヒントから彼ら

は、「その本」を復元していった。 

とあるふしぎな喫茶店。でもそこは、午前７時の

開店とともに、ひそかに実験を繰り返す「朝ごは

ん研究所」になるのだった―。 

 

 

 

  夏休みに読書活動として、全学年「うちどく（家読）」を行います！ 

 詳しくは、プリントを配布します。 

新しく入った 

本を紹介します 

保護者の皆さまへ   

平素より本校の図書館活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。この度、期末懇談中の図書館解放と「保護

者貸し出し」を実施いたしますので、ぜひご利用ください。夏休みには読書活動として「うちどく（家読）」もおこないます。 

基本、「うちどく（家読）」用の図書は、生徒が選んで持ち帰りますが、保護者の方が、ぜひお子様と一緒に読んでみたいと思わ

れる１冊がありましたら、この機会にぜひお借りください。 

日時 ： ７月１０日（金）・１３日（月）・１４日（火）・１５日（水） １３時３０分から１６時４５分 まで 

内容 ： 本の閲覧、保護者への貸し出し  （２学期にお子様を通じてご返却ください。返却期限は９月１０日（木）です） 

「うちどく（家読）」！！ 


